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ま
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今
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プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
「
過
去
」

　

今
、
な
ぜ
「
略
奪
美
術
品
」
な
の
か
。

　

そ
れ
は
、
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
数
十
年
前
に
起
き
た
こ
と
が
長
い
時
間
を

か
け
て
「
今
」
へ
と
延
々
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
美
術
の
世
界
で
は
、
思
わ
ぬ
「
事
件
」
が
起
き
て
い
る
。
高
額
で
購
入
し

た
美
術
品
が
、
実
は
別
に
「
正
当
な
所
有
者
」
が
い
た
と
訴
訟
に
持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
れ
に
は

日
本
人
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。

　

戦
争
は
容
赦
な
く
破
壊
や
略
奪
の
か
ぎ
り
を
つ
く
す
。
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
陰
で
、
人
間
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
言
語
、
文
化
、
歴
史
が
捻ね

じ
曲
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
侵
攻
す
る
側
が
相
手
国
の
国
籍
、

文
化
、
言
語
を
変
え
さ
せ
、
最
終
的
に
は
従
属
さ
せ
る
こ
と
へ
の
前ぜ

ん

哨し
よ
う

戦せ
ん

で
も
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
主
に
今
か
ら
数
十
年
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ナ
チ
ス
に
よ
る
美
術
品
の
略
奪
が
長
い
歳
月
を
か
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4

け
て
「
現
在
の
問
題
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
時
代
の
移
り
か
わ

り
と
と
も
に
変
化
す
る
歴
史
解
釈
は
、
植
民
地
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
行
っ
た
「
過
去
の
略
奪
」
に
対
す

る
姿
勢
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
、「
現
在
の
問
題
」
と
な
っ
て
蒸
し
返
さ
れ
て
い
る
。
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の
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わ
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求
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ま
わ
り
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の
「
元
所
有
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か
ら
の
訴
状
／
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レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
家
／
日
本
で
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さ
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器
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「
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術
の
街
」
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
過
去
／
一
〇
〇
年
前
に
は
じ
ま
っ
た
独
裁
者
の
美
術
品
収
集
／

国
民
文
化
の
均
一
化
／「
世
界
最
大
の
美
術
館
」
の
建
設
と
い
う
野
望
／

モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
「
退
廃
美
術
」
と
否
定
／「
退
廃
美
術
品
」
の
行
方
／

美
術
品
略
奪
、
組
織
化
さ
れ
る
／
最
大
の
美
術
品
略
奪
者
／

ナ
チ
ス
、
ナ
ン
バ
ー
２
の
お
気
に
入
り
画
商
／

「
フ
ラ
ン
ス
に
劣
る
」
と
い
う
ド
イ
ツ
人
の
劣
等
感
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大
列
車
作
戦
」
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ヒ
ト
ラ
ー
の
地
下
壕
で
何
が
起
き
た
の
か
／「
空
白
の
時
間
」
に
再
度
略
奪
さ
れ
る
／

ほ
か
に
も
あ
っ
た
「
空
白
の
時
間
」
の
二
次
略
奪
／「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ツ
・
メ
ン
」／

元
の
仕
事
へ
戻
っ
て
い
っ
た
ナ
チ
画
商
た
ち
／

ロ
ー
ゼ
の
死
後
、
行
方
不
明
だ
っ
た
絵
が
現
れ
る
／
老
人
と
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
／

父
親
は
ナ
チ
ス
の
た
め
に
美
術
品
を
売
っ
た
画
商
だ
っ
た

第
三
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美
術
品
の
「
来
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91

「
美
術
品
の
山
」
の
波
紋
／
ス
イ
ス
と
ナ
チ
ス
略
奪
美
術
品
／

松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
も
「
発
見
」
さ
れ
る
／

日
本
で
も
み
つ
か
っ
た
「
ナ
チ
ス
略
奪
美
術
品
」
の
返
還
／「
美
術
品
返
還
す
ご
ろ
く
」／

減
り
続
け
る
当
事
者
た
ち
／
個
人
の
住
宅
か
ら
ま
た
発
見
さ
れ
る
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美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
過
去
」／
美
術
展
示
会
、
ド
ク
メ
ン
タ
の
「
過
去
問
題
」／

ナ
チ
ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
そ
の
後
／「
ド
イ
ツ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」
の
戦
後
／

エ
ミ
ー
ル
・
ノ
ル
デ
を
追
っ
て
き
た
「
過
去
」／
ナ
チ
ス
を
支
持
し
て
い
た
ノ
ル
デ
／

バ
ゼ
リ
ッ
ツ
対
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
、
二
一
世
紀
的
意
味
／「
ヒ
ト
ラ
ー
の
馬
た
ち
」、
そ
の
後

第
五
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わ
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の
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一
二
年
か
か
っ
た
「
ワ
リ
ー
の
肖
像
」
の
返
還
訴
訟
／

ネ
ッ
ト
の
普
及
で
返
還
交
渉
が
盛
ん
に
な
る
／「
最
後
の
囚
わ
れ
も
の
」
で
あ
る
美
術
品
／

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
「
可
愛
い
イ
レ
ー
ヌ
」
は
な
ぜ
問
題
な
の
か
／

武
器
商
人
と
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
ナ
チ
ス
の
略
奪
者
と
の
関
係
／

「
今
」
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
美
術
品
の
過
去
／
美
術
品
の
「
裏
面
」
が
語
る
こ
と
／

も
う
一
人
の
グ
ル
リ
ッ
ト
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術
品
略
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／
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術
館
は
返
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に
消
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的
／

「
ネ
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ェ
ル
テ
ィ
テ
ィ
ー
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は
返
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す
る
べ
き
か
／

二
一
世
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の
「
美
の
消
費
者
」
は
観
光
客
た
ち
？
／
美
術
館
の
大
衆
化
／

中
国
は
台
湾
を
目
指
す
の
か
／
美
術
品
は
誰
の
も
の
な
の
か
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